
第13回熊本市液状化対策技術検討委員会
報告資料

【報告1 ④地区の地下水位等の観測状況について】

熊本市

令和3年11月24日

資料-2



報告1-1 モニタリング計画

報告1-2 モニタリング経過

報告1-3 現段階の評価
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項目 計測方法

水位低下 自記水位計

地盤沈下 沈下鋲、 層別沈下計

代表宅地 代表宅地観測点(3宅地)

水質変化 水質分析（年2回）

排水量 ポンプ制御装置

降雨量 気象庁(熊本)データ

【モニタリング観測平面図-1】

遮水壁（鋼矢板等）

集水管

設置計器 観測箇所数

自記水位計 8基

層別沈下計 1基

沈下鋲 11点

排水ポンプ 1台

各項目の計測方法

各項目の観測箇所数

観測位置平面図

報告1-1 モニタリング計画
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浅井戸
L=10.0m浅井戸

L=10.0m

浅井戸
L=10.0m

浅井戸
L=10.0m

浅井戸
L=10.0m

浅井戸
L=10.0m

浅井戸
L=10.0m

対策範囲内
S4-1

【モニタリング観測平面図-2】

・近見地区全体としては、既設観
測井戸(BW-1～BW-12)のうち、
浅井戸を対象に水位、水質の把
握を行っている。

浅井戸

採水位置図

項目 計測方法

地下水位 自記水位計

水質変化 水質分析（年2回）

各項目の計測方法

W-1
浅井戸
L=5.0m

W4-3W2-4

浅井戸
L=6.0m

浅井戸
L=12.0m

報告1-1 モニタリング計画
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・対策区域内の地下水位（GL）は、
一部(S4-2,S4-6)を除き目標水位を満足している。
・S4-2,S4-6は目標水位まで約5～10cmである。

地下水位変動図(矢板内側,GL表記) 高止まり
箇所

【モニタリング経過（区域内の地下水位(GL)）】

報告1-2 モニタリング経過

目標水位GL-3m

揚水開始（2020/5/28）

S4-6
S4-2

※S4-1,S4-3,S4-4：MH内水位
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地下水位変動図(矢板内側,標高表記)
高止まり
箇所

【モニタリング経過（区域内の地下水位(標高)）】

報告1-2 モニタリング経過

揚水開始（2020/5/28）

S4-6
S4-2

※S4-1,S4-3,S4-4：MH内水位

・対策区域内の地下水位（標高）は、他の地点に
比べ、S4-2,S4-6が高い状況である。
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【モニタリング経過（区域外の地下水位(標高)）】

観測中の下限水位

・対策区域外の地下水位において、観測期間
中の下限水位に明瞭な変化は認められず、
地下水位の低下傾向は確認されない。

地下水位変動図(矢板外側,標高表記)

報告1-2 モニタリング経過

揚水開始（2020/5/28）
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【モニタリング結果(広域の地下水位変化)】

報告1-2 モニタリング経過

【モニタリング経過（広域の地下水位）】

・広域の地下水位は、渇水期と4月～8月付近
で若干の水位差が認められる。
・この傾向は地表面付近の地下水帯の変化
傾向を示していると考えられる。

地下水位変動図(広域)

揚水開始（2020/5/28）

※観測孔深度GL-5～-12m

観測中の下限水位

対策区域内
S4-1

浅井戸

BW-9

BW-10

BW-11

W-1
BW-1

BW-6
BW-3

BW-4

W2-4 W4-3
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【モニタリング経過（排水量の変化）】

・日々の排水量は、降雨によって変化しているが、定常時で約90m3、
最大で約460m3である。

排水量変化図

日最大排水量
約460m3

定常時約90m3
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報告1-2 モニタリング経過

揚水開始（2020/5/28） ポンプ停止水位一定（2021/3/23）
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【モニタリング経過（宅地の沈下観測）】

・代表家屋3軒のうち、最大傾斜角は、
代表家屋Aの0.9/1000であり、現段階では
基準値3/1000未満である。
・代表家屋A:最大傾斜角0.9/1000
・代表家屋B:最大傾斜角0.4/1000
・代表家屋C:最大傾斜角0.2/1000

最大傾斜方向
傾斜方向
傾斜なし

0mm 沈下量 （変動量）

平面図(代表家屋B) 平面図(代表家屋C)

2021/10/25時点

平面図(代表家屋A)

報告1-2 モニタリング経過
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【モニタリング経過（沈下鋲 区域内）】

沈下量変動図(矢板内側)

:測量誤差±2mm範囲

報告1-2 モニタリング経過

10mm

20mm

30mm

:沈下鋲

・現段階では、区域内の沈下量は、目安値以下である。
・区域内の地表面沈下量は、最大7mm(T4-11,T4-13)で
あり、明瞭な沈下の進行は確認されない。

※目安値とは、基準値3/1000を10m幅
当りに換算した値
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【モニタリング経過（沈下鋲 区域外）】 :測量誤差±2mm範囲

報告1-2 モニタリング経過

10mm

20mm

30mm

沈下量変動図(矢板外側)

:沈下鋲

・区域外の地表面沈下量は、測量誤差範囲内であり、
沈下傾向は確認されない。

※目安値とは、基準値3/1000を10m幅
当りに換算した値
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【モニタリング経過（層別沈下計）】

・揚水開始以降の圧縮量は、全層の合計で
約10.26ｍｍである。
・層別では、最も圧縮しているのは、Ac1-u層
の約6.3ｍｍである。

微小な沈下が継続

層別沈下量変動図

※目安値とは、基準値3/1000を10m幅当りに換算した値

Ac1-u

Ac2-d

As1-u

As2-u
As2-d

圧縮量

6.29mm

2.59mm

-1.92mm

1.38mm

圧縮量(mm)
=6.29+2.59+1.38=10.26mm

報告1-2 モニタリング経過

揚水開始（2020/5/28）
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GL

GL-3.7m

GL-21.2m

GL-28.2m

Ac1-u

As1-u

As2-u

As2-d

Ac2-d

Ac1-u

As1-u

As2-u

As2-d

Ac2-d

Ac1-u

As1-u

As2-u

As2-d

Ac2-d

＋6.29mm
沈下（圧縮）

＋2.59mm
沈下（圧縮）

＋1.38mm
沈下（圧縮）

－1.92mm
隆起（膨張）

設置時（R2.5.28時点） 現在（R3.10.31時点）

GL-8.7m

データロガー データロガー

地盤圧縮量

6.29mm

地盤圧縮量

2.59mm

地盤圧縮量

-1.92mm

地盤圧縮量

1.38mm

計測値③

6.96mm

計測値④

8.34mm

計測値➁

8.88mm

計測値①

6.29mm
アンカー①

アンカー③

アンカー④

アンカー➁

アンカー①

アンカー③

アンカー④

アンカー➁

層別沈下計模式図層別沈下計模式図

報告1-2 モニタリング経過

・As2-u,As2-d層において、隆起(膨張)しているような変位が認めら
れている。これは、アンカー周辺の地盤が緩んだことにより、見かけ上、
隆起しているような変位が計測されている可能性がある。

【モニタリング経過（層別沈下計 模式図）】

地盤が緩んでいる
可能性がある
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【タンクモデルの検討について】

②検討方法
タンクモデル（右図参照）による水収支の式

P+（R1-R2）－E+（G1-G2）+Gr－Y＝ΔS
ΔS＝βΔH

降雨量Ｐ
蒸発散量E

表面流入量R1 表面流出量R2

貯留量（地下水位）の変化Δh

地下水流入量G1 地下水流出量G2

As2層

遮水矢板

As1層

As1層As2層からの湧水量Gr

揚水量Ｙ

上記のうち、降水量、揚水量、蒸発散量、有効間隙率を実測値および推定
値より設定し、算出された貯留量変化(⊿S)と実測の地下水位(⊿H)の差から、
地区内における流入出量の和(降雨・蒸発散量・揚水量を除く)を算出した。

①目的
・降雨と排水量および流入出量の算出
・今後の予測(効果減少日数の推定)

精度 備考

降水量 P 実測値 気象庁(熊本)のデータを採用

揚水量 Y 実測値 排水ポンプによる実測値を採用

蒸発散量 E 推定値 ソーンスウェイト法により推定

有効間隙率 β 推定値 既往検討結果により得られた0.2を採用

地下水位の変化 ⊿H 実測値 水位計による実測値を採用

貯留量変化 ⊿S 算出値 上記の実測もしくは推定値のみを使用して算出

地表面水流入量 R1 算出値

地表面水流出量 R2 算出値

地下水流入量 G1 算出値

地下水流出量 G2 算出値

深部層からの湧水量 Gr 算出値

項目

算出した水位変化(⊿S)と実測の地下水位の変化(⊿H)の

差から総和を算出

青字:実測水位
赤字:計算水位

予測同定期間

第12回資料
から再掲
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【タンクモデルの検討について(S4-6)】

⑤検討結果（今後の予測）
・S4-6では、今後の渇水期にはGL-3.2m程度まで水位が低
下すると予測される。ただし、6月～8月付近では70～100日
程度、目標水位より水位が高くなる(効果減少)可能性があり、
その際の地下水位はGL-2.8ｍ程度である。

検討結果図(S4-6)(降雨月毎）
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降水量P（予測）

GL-2.8m程度

S4-6
(集水管最遠部)

効果減少日数103日

GL-3.2m程度

月 平均降水量mm/day 同定揚水量(mm/day) 同定流入量(mm/day)
3 0.52 13.5 14.0
4 0.29 13.5 14.0
5 2.9 13.5 14.0
6 7.94 19.5 14.0
7 12.26 23.5 14.0
8 0.9 13.5 14.0
9 1.75 13.5 14.0
10 0.42 13.5 14.0
11 0.3 13.5 14.0
12 0 13.5 14.0
1 0 13.5 14.0
2 0.23 13.5 14.0
3 0.52 13.5 14.0

第12回資料
から再掲
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16報告1-3 現段階の評価

【タンクモデルの検討について(S4-6)】

検討結果（概略計算）
・集水管最遠部となるS4-6では、2022年3月頃に目標水位
に達すると予測される。

検討結果図(S4-6)(R3.4～R3.9は実降雨）

今回の概略
計算

S4-6
(集水管最遠部)

目標水位GL-3m
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【モニタリング（経過観測）経過のまとめ】

項目 目標
経過観測期間

（2021年10月末時点）

水位低下
GL-3.0m
(⊿h=1.5m)

面的に目標水位
を満足

地盤沈下
（傾斜角）

（沈下量）

基準:傾斜角3/1000
(最大5/1000)

基準:沈下量50mm

(目安値:30mm)

0.0/1000～0.9/1000

0mm～7mm

水質変化
事業による水質変化がな

いこと

事業による水質変化は
認められない

（次回観測：2022年1月）

排水量
定常時：40m3/day

（参考値）
ﾋﾟｰｸ時:460m3/day
定常時:90m3/day

モニタリング経過一覧表

報告1-3 現段階の評価


